
　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、11
月
30
日（
水
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、11
月
18
日（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　
平
成
17
年
に
、「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
」が
制
定
さ
れ
、11
月
25
日
か
ら

12
月
１
日
ま
で
の
１
週
間
が
、「
犯
罪

被
害
者
週
間
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
犯
罪
被
害
者
週
間
」は
、犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
ま
た
は
生

活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
、国
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ

の
ご
家
族
は
犯
罪
被
害
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、被
害

後
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
経
済
的

負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
、苦
し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。皆
さ
ん
の
理
解
と
共
感
と
支

え
が
と
て
も
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 
人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　　
町
で
は
、経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用
品
や
学

校
給
食
費
な
ど
の
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
新
小
学
１
年
生

ま
た
は
新
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
、就
学
援
助
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
を
行
う
こ

と
で
新
入
学
用
品
費
を
入
学
前
に

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。入
学

前
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、下
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

就
学
援
助
費
の
受
給
に
は
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
　
11
月
30
日（
水
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

　　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、女
性
の

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談

会
を
開
設
し
ま
す
。パ
ー
ト
ナ
ー
や

職
場
で
の
人
間
関
係
、仕
事
と
家
庭

の
両
立
、子
育
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
15
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生

係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―
６
６
０
３

　
　12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
、第
74
回
人
権
週
間
で
す
。

　
昭
和
23
年
、国
連
総
会
で「
世
界

人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る

た
め
採
択
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

人
権
デ
ー
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
５
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
３
会
議
室（
３
階
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

■
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の

　ポ
イ
ン
ト

◆
４
つ
の
習
慣

１
．寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

２
．ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
．こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

４
．コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、部

屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類

お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、消
火
器
等
を
設
置
し
、使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
は
、避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

⑥
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
！

◯
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や

　
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し

　
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。設

　
置
し
た
時
に
記
入
し
た「
製
造
年

　
月
日
」、ま
た
は
本
体
に
記
載
さ

　
れ
て
い
る「
製
造
年
」で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◯
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ

　
う
。点
検
を
し
な
い
と
、正
常
に

　
機
能
し
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て

　
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◯
点
検
・
交
換
の
際
は
、け
が
な
ど

　
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

納
期
限
は
11
月
30
日（
水
）

状況
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「
福
祉
の
職
場
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
」、「
就
職
を
考
え
た
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、職
場
や
仕
事
・

資
格
の
説
明
、面
談
を
行
う
職
場
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
14
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ホ
テ
ル
信
濃
路（
長
野
市
）

　
詳
し
く
は
長
野
労
働
局
ま
た
は

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

・
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

受
付
期
間

11
月
１
日（
火
）〜
８
日（
火
）

※

11
月
３
日（
木
・
祝
）を
除
く

受
付
場
所

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
３
階

（
長
野
市
南
長
野
南
県
町
１
０
０
３
ー
１
）

募
集
団
地
等

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、ま
た
は
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
で
す
。

　
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、原
則
と
し
て
業
種
・

規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）の
適
用
事
業
と
な
り
、

事
業
主
は
加
入
手
続
を
行
い
、労
働

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
法
令
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、長
野
労
働
局
、長
野

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
篠
ノ
井
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

☎
０
２
６―

２
９
３―
８
６
０
９

　
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

ま
ず
は
か
ら
だ
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
血
流
を
良

く
す
る
と
脳
が
活
性
化
し
、疲
労
予

防
効
果
と
し
て
も
お
勧
め
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
要
素
を
加
え
活
動
量
の
増
加
も

目
指
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不

足
に
な
っ
た
、運
動
習
慣
を
つ
け
た
い
、

最
近
体
型
が
気
に
な
る
方
、そ
し
て

初
め
て
の
方
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程

12
月
12
日
〜
19
日
お
よ
び
　

　
１
月
16
日
〜
２
月
27
日
の
毎
週
月

　
曜
日（
計
８
回
）※

１
月
30
日
は

　
除
く

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

内
容

体
組
成
測
定（
教
室
開
始
前
）、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
有
酸
素
運
動
、筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
宇
治
春
菜
先
生
、石
坂
美

里
先
生（
健
康
運
動
指
導
士
）

受
講
料
　
２
，０
０
０
円

申
込
期
限

11
月
25
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

☎
０
２
６

　デビュー作、第２作に続いて、最後までハ
ラハラドキドキさせるミステリーです。町立
図書館に３作ともありますので、ぜひご一読
ください。

　作者の酒本歩さんから『ロスト・ドッグ』
についてコメントをいただきました。
「人とペットの向き合い方をテーマにしまし
た。私たちを癒やしてくれるペットの高額な
医療費に主人公はどう向き合うのか。ミステ
リーですのでそこに事件が絡んでいきます。
謎が解かれたときにタイトルの意味に気づい
ていただければ嬉しいです。」

　坂城町出身の作家・
酒本歩さんは、2019
年『幻の彼女』でデ
ビュー。翌年の『幻
のオリンピアン』に
続いて、第３作『ロ
スト・ドッグ』が８
月に発売されました。
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